
平成１８年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況

（平成１７年１０月末現在）に関する調査について

平成１７年１２月１６日

初等中等教育局児童生徒課

１．本調査は、来春高等学校卒業予定者で就職を希望する者の就職内定状況を、平成

１７年１０月末現在で取りまとめたものである。本調査は昭和５１年度から実施し

ており、調査方法は、国立については国立大学法人、公立については各都道府県教

育委員会、私立については各都道府県知事部局を通じて行った悉皆調査である。

２．就職内定率(就職内定者の就職希望者に対する割合)は５９．０％で、昨年同期の

５３．１％から５．９ポイント上昇した。

また、就職内定率を男女別に見ると、男子は６４．１％、女子は５２．６％で、

昨年同期と比較すると、男子は７．１ポイント、女子は４．５ポイント、それぞれ

上昇した。

３．卒業予定者約１１８万１千人のうち、就職希望者は約２２万３千人、就職内定者

は約１３万１千人となっており、就職希望者のうち就職内定に至っていない者は約

９万１千人（うち男子約４万５千人、女子約４万７千人）となっている。

４．就職内定率を学科別に見ると、「工業」(７６．７％)、「情報」(６５．６％)、

「商業」(６１．８％)、「水産」(５７．４％)、「農業」(５５．６％)、「総合学

科」(５５．３％)、「家庭」(５２．３％)、「普通」(４８．３％)、「福祉」(４４．９％）、

「看護」(２７．５％)の順となっている(その他の学科は除く。)。

※なお、平成１５年度の高等学校新学習指導要領の実施により、教科「情報」

「福祉」が設置され、学科としての「情報」「福祉」も３年目を迎えるので今回の

調査から、「情報」「福祉」を新たに加えた。

５．就職内定率を都道府県別に見ると、就職内定率が高いのは愛知県（８３．１％）、

富山県（８１．２％）、岐阜県（７７．８％）、三重県（７７．６％）、滋賀県

（７６．７％）の順となっている。

また、就職内定率が低いのは、沖縄県（２０．２％）、北海道（３２．１％）、

宮城県（３９．９％）、青森県（４２．８％）、熊本県（４７．６％）の順となっ

ている。

※ 厚生労働省も高校生の就職内定状況について類似の調査を行っているが、これ

は学校及び公共職業安定所を通して求職している者のみを調査対象としている。

一方、本調査は、就職を希望する者全員を対象としており、母集団が大きい。
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